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ヒ
ッ
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商
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え
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知
的
財
産
権

さ
ら
さ
ら
で
も
再
整
髪
で
き
る
ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤

◎
ヒ
ッ
ト
商
品
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た

「
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

  

パ
ウ
ダ
ー
ロ
ッ
ク
」
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ヒット商品は、こうして生まれた！

「デザインファクトリー
  パウダーロック」

さらさらでも再整髪できるスタイリング剤

特　　許　第5449580号
商標登録　第5256974号

　

株
式
会
社
菊
星
は
ヘ
ア
サ
ロ
ン
向
け
製
品

の
総
合
商
社
と
し
て
90
年
に
及
ぶ
歴
史
を
持

つ
だ
け
で
な
く
、創
業
当
初
か
ら
化
粧
品
や

美
容
器
具
な
ど
の
自
社
開
発
に
力
を
入
れ

て
き
た
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。

　

同
社
が
2
0
1
1
年
に
発
売
し
た
ヘ
ア
ス

タ
イ
リ
ン
グ
剤「
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ウ

ダ
ー
ロッ
ク
」は
、さ
ら
っ
と
し
た
手
触
り
で
あ

り
な
が
ら
再
整
髪
可
能
と
い
う
、業
界
が
目

指
し
て
き
た
ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
の
機
能
を
実

現
し
た
。そ
の
技
術
の
要
は
疎
水
性
シ
リ
カ
パ

ウ
ダ
ー
だ
。

　

2
0
0
0
年
代
後
半
、ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
自

然
な
感
じ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。同

社
代
表
取
締
役
の
竹
鼻
実
樹
さ
ん
は「
自
然

な
髪
の
流
れ
を
つ
く
る
の
に
ワ
ッ
ク
ス
は
不
向

き
。べ
た
つ
き
の
な
い
ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
て
、パ
ウ
ダ
ー
に
着
目
し
ま
し

た
」と
開
発
の
き
っ
か
け
を
語
る
。

　

そ
れ
ま
で
化
粧
品
や
ヘ
ア
ケ
ア
製
品
に
は

親
水
性
シ
リ
カ
パ
ウ
ダ
ー
が
利
用
さ
れ
て
き
た

が
、同
社
は
疎
水
性
シ
リ
カ
パ
ウ
ダ
ー
に
注
目

し
た
。製
品
化
に
向
け
た
研
究
で
は
、パ
ウ

ダ
ー
の
粒
子
が
ナ
ノ（n
m
）サ
イ
ズ
と
ミ
ク
ロ
ン

（
μ
m
）サ
イ
ズ
で
は
性
質
が
正
反
対
で
、粒
子

の
形
状
に
よ
っ
て
も
ス
タ
イ
リ
ン
グ
力
が
異
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。こ
の
未
知
の
素
材
に
つ
い

て
多
様
な
文
献
に
当
た
っ
た
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま

な
研
究
機
関
の
協
力
や
専
門
家
の
助
言
を

仰
い
だ
と
い
う
。

　

開
発
を
始
め
た
頃
、ナ
ノ（
n
m
）サ
イ
ズ
の

粒
子
は
細
胞
内
に
侵
入
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
し
て
、健
康
被
害
の
懸
念
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
い
た
。リ
ス
ク
は
な
い

と
確
信
で
き
る
ま
で
調
べ
て「
ナ
ノ（
n
m
）サ

イ
ズ
で
い
く
と
決
断
す
る
」の
が
最
も
難
し

か
っ
た
と
竹
鼻
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

そ
こ
か
ら
実
現
し
た
い
機
能
を
得
ら
れ
る

ま
で
、多
種
多
様
な
粒
子
の
大
き
さ
、形
状

と
、添
加
す
る
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
配
合
を
数

千
種
類
試
し
た
。開
発
を
担
当
し
た
同
社

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
研
究
室
室
長
の
西
岡
靖

裕
さ
ん
は
、パ
ウ
ダ
ー
の
番
手
や
配
合
を
変
え

て
は
自
ら
の
髪
、あ
る
い
は
人
毛
の
ウ
ィッ
グ
に

つ
け
て
ス
タ
イ
リ
ン
グ
力
や
手
触
り
な
ど
を
検

証
し
続
け
た
と
い
う
。ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
や
化

粧
品
は
”フ
ィ
ー
リ
ン
グ
“が
重
要
だ
そ
う
で
、

同
社
に
は
長
年
の
製
品
開
発
で
の
経
験
が
あ

る
の
も
強
み
だ
っ
た
。

　

3
年
余
を
経
て
、毛
髪
1
本
1
本
に
付
着

し
た
微
細
な
パ
ウ
ダ
ー
同
士
が
密
着
す
る
こ

と
で
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
維
持
し
、何
度
で
も
リ

セ
ッ
ト
で
き
る
製
品
が
で
き
た
。ヘ
ア
サ
ロ
ン
で

も
試
し
て
も
ら
い
、い
よ
い
よ
発
売
に
な
っ
た

が
、前
例
の
な
い
パ
ウ
ダ
ー
ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
と

い
う
こ
と
で
、当
初
は
販
促
に
苦
労
し
た
と
い

う
。営
業
社
員
が
自
ら
実
演
し
て
機
能
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
な
ど
で
、発
売
1
年
を
経
た
頃

に
は一
挙
に
売
り
上
げ
が
伸
び
た
。現
在
で
は

大
手
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
も
パ
ウ
ダ
ー
を
使
っ
た

ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
を
出
し
て
い
る
が
、デ
ザ
イ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
特
許
に
よ
っ
て
先
進
的
な
技

術
と
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
、優
位
性
を
獲
得
し

て
い
る
。

　
「
利
益
を
得
ら
れ
る
の
は
ア
イ
デ
ア
を
生

み
出
し
、パ
テ
ン
ト
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。中
小
企
業
に
と
っ
て
パ
テ
ン
ト
は
と
て
も

重
要
」と
竹
鼻
さ
ん
は
特
許
を
位
置
づ
け

る
。同
社
は
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
開
発

で
蓄
積
し
た
疎
水
性
シ
リ
カ
パ
ウ
ダ
ー
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
、次
々
と
新
製
品
を
開
発
し

て
い
る
。竹
鼻
さ
ん
は「
優
れ
た
製
品
は
世
界

で
も
売
れ
る
。そ
の
た
め
に
国
際
特
許
出
願

も
積
極
的
に
し
て
い
き
た
い
」と
、知
財
に
よ

る
国
際
戦
略
も
練
っ
て
い
る
。



知っておきたい！この技術
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「
越
前
竹
人
形
」は
、福
井
県
を
代
表
す
る
竹
工
芸
品
で
す
。「
越
前
竹

人
形
」の
起
源
は
戦
後
。竹
籠
や
花
器
を
作
る
こ
と
を
稼
業
と
し
て
い
た

竹
細
工
職
人
が
、廃
材
の
再
利
用
を
か
ね
て
遊
び
心
か
ら
人
形
を
作
り
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。現
在
、そ
の
技
は
芸
術
の
域
ま
で
昇
華
さ
れ
、

平
成
18
年
に
は
故
師
田
黎
明
氏
の
作
品
が
エ
ル
ミ
タ
ー
ジュ
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
た
ほ
か
、モ
ナ
コ
公
国
名
誉
賞
等
の
数
々
の
受
賞
歴
を
持
ち
ま
す
。

　
「
越
前
竹
人
形
」に
は
清
楚
で
凛
と
し
た
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。ま
ず
目

を
惹
く
の
が
つ
や
や
か
な
竹
髪
。こ
の
竹
髪
は
、真
竹
の
竹
筒
を
0.2㎜
以
下

ま
で
割
き
続
け
て
髪
の
よ
う
な
細
さ
に
す
る
こ
と
で
製
作
さ
れ
ま
す
。１
体

の
人
形
に
対
し
て
、こ
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
た
竹
髪
が
約
五
千
本
か
ら
七
千

本
ほ
ど
も
植
え
付
け
ら
れ
ま
す
。ま
さ
に
髪
は
女
の
命
で
す
。

　

清
楚
な
印
象
の
た
め
に
は
襟
元
も
重
要
で
す
。人
形
の
襟
元
は
、竹
筒

を
２
本
３
本
と
隙
間
な
く
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
製
作
さ
れ
ま
す（
胴
詰

め
法
）。襟
元
の
表
情
の
出
し
方
に
よ
っ
て
、人
形
の
華
や
か
さ
幼
さ
色
香
を

自
在
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

天
然
竹
に
は
全
く
同
じ
形
状
は
存
在
せ
ず
、筒
形
や
節
の
長
さ
大
き

さ
、乾
燥
さ
せ
た
際
の
皺
の
入
り
方
等
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が

あ
り
ま
す
。そ
ん
な
個
性
豊
か
な
天
然
竹
を
使
用
し
て
職

人
の
手
作
業
で
作
製
さ
れ
る「
越
前
竹
人
形
」は
、凛
と
し

た
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、工
芸
品
と
し
て
の
素
朴
さ
暖
か
さ

を
私
達
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

福
井
県
坂
井
市
の「
越
前
竹
人
形
の
里
」で
は
、名
匠
に

よ
る
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、職
人
に
よ
る

人
形
の
製
作
風
景
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

越前竹人形

　クールジャパンの重要
な牽引役となっている日
本のアニメ産業ですが、

やはりそのルーツは映画を発明した国、アメリ
カにあります。透明シートに絵を描き、背景と分
離した作業を可能にした、いわゆるセル画方
式アニメは特許発明でした。
　アール・ハード(Earl Hurd)が 1915年に取
得した1,143,542号米国特許がそれです。彼
は、アニメ制作の分業方式を確立した、ジョン・
ラドルフ・ブレイ(John Randolph Bray)とともに
アニメーション制作会社を経営し、「Bobby 
Bumps」など数々の人気アニメを制作しました
が、この特許は、彼らが別途設立した特許ライ
センス会社に収益をもたらしました。
　米国の特許期間は登録日より17年ですか
ら、同特許は、ミッキーマ
ウスのデビュー作となった
「蒸気船ウィリー」(1928
年)制作時にも存在して
いたと思われます。
（中川裕幸）

地域団体商標登録　第5029305号

第　　話5

アニメの
特許発明

　経済産業省は「2020年オリンピック・パラリンピック東京大会
に向けたバイオジェット燃料の導入までの道筋検討委員会」を7月
に立ち上げた。航空輸送の拡大に伴うCO2排出量増加に対し、国
際航空運送協会(IATA)などは、20年以降のCO2排出量増加ゼロ
を公約とし、欧米では一部の商用運行でバイオ燃料が導入されて
いる。ブラジルは14年のサッカーW杯に続き、来年のリオ五輪で
も選手団などの航空輸送にバイオ燃料を使用することを計画して
いる。
　バイオ燃料で遅れをとっている日本にとって、20年の東京五輪
は取り組みをアピールする絶好の機会となる。注目されるのが、日
本で実用段階まで研究が進んでいる、微細藻類を利用したバイオ
燃料生産である。バイオ燃料の原料には都市ゴミ、廃食用油、林地
残材なども挙げられるが、得られる燃料の品質を一定にするのが
容易ではない。脂質を産生する藻類を培養して得られる燃料は、
安定した品質を保持できるのが利点だ。今後の課題として量産体
制の構築、国際規格をクリアできる改質技術、サプライチェーンの
確立などが挙げられる。

※このコーナーに掲載御希望の方は、“特産品”のプロフィール・連絡先を
　ＦＡＸ：03-3519-2706又はメール：panf@jpaa.or.jpまでお送りください。



『
弁
理
士
知
財

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
』

が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。

大
忙
し
で
す
ね
。ハ

イ
、

そ
れ
で
は…
。

訪
問

戦
略

課
題

『
弁
理
士
知
財

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
』
で
は
、

知
財
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て

主
に
中
小
企
業
に
赴
い
て

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、

事
業
に
携
わ
る
提
案
を

し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
な
ら
、

も
っ
と
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
に
、

関
連
グ
ッ
ズ
を

作
っ
て
、

Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て

訪
問
す
る
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
？

ま
さ
に

キ
ャ
ラ
バ
ン…

(

商
隊)

勘
弁
し
て

　

  

下
さ
い…

ノ
ボ
リ
を
持
っ
て

ボ
ク
も
行
商
に

同
行
し
ま
す
よ
〜
。

中
小
企
業
を

も
っ
と
も
っ
と

応
援
し
て
い
く
よ
。

お
お
っ
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          中小企業の開発部に在席して
　  います。今後の技術開発のために
特許調査をしていたところ、弊社の既存
技術と同じ技術について大企業が特許
権を取得したことがわかりました。１か月
ほど前に登録になったようです。弊社の
既存技術は、数年前から公知になって
いますので、特許になるものではないと
思っています。このような技術が特許に
なってしまった場合に、簡易な手続きで
特許付与の見直しを図るような制度はな
いでしょうか？

　　　 登録が１か月ほど前であれば、
　　 特許異議申立制度が利用できま
す。特許異議申立制度は、特許付与後
であっても、特許掲載公報の発行の日

から６か月以内に限り、特許庁が、
第三者からの申立てを受け付けて、特
許付与の見直しを図る制度です。特許
異議申立の審理は、書面で行います
ので、特許庁へ足を運び口頭で意見を
述べる必要はありません。また、申立て
後は、特許庁と特許権者との間で手
続きが進行していくことになりますが、
特許権者が発明の内容を訂正する場
合には、申立人からも意見を提出する
ことができます。特許異議申立制度
は、中小企業にも使いやすい手続負
担の少ない特許付与見直しの制度と
なっています。

◎このコーナーでは知的財産権に関する皆さまの質問にお
答えします。質問事項を記載して、下記の住所にハガキ、
FAX.03-3519-2706又は メール panf@jpaa.or.jp で
日本弁理士会 広報・支援室「Q&A係」までお送りください。

………………………………………………
特許庁からのお知らせ JPAA

Information
JPAA

Information
「PCT国際調査及び予備審査ハンドブック」

を作成しました
JPOは、PCT国際出願に関する業務手順や判断基準につい
て、図解を加えて詳細かつ総合的にまとめた世界に類のない業
務指針として、「PCT国際調査及び予備審査ハンドブック」を
新たに作成しました。JPOによる国際調査及び予備審査の運
用の透明性を高めることにより、出願人がPCT制度を活用し
やすくなり、また、JPOによる国際調査及び予備審査に対する
外国特許庁からの信頼が得られることが期待されます。
　本ハンドブックのポイントは、次のとおりです。

●本ハンドブックの詳細につきましては、以下の特許庁ホーム
　ページをご覧下さい。
http://www.jpo.go.jp/shiryou/kijun/kijun2/pct_handbook.htm

① 図表を用いた、PCT制度の全体像や国際調査及び予備審査に
関する審査官の業務手順についての解説

② 出願人が国際調査及び予備審査に関して受け取る各書類の記
載内容の解説

③ 「特許・実用新案審査基準」との関係を示しつつ、審査官の判断
基準を解説

PCT国際出願を行う際には、ぜひ本ハンドブックをご活用下さい。

阪間和之（作） 飯岡菜子（画）

▲弁理士ナビトップ画面

　日本弁理士会は、弁理士や特許事務所の情報を
様 な々条件やキーワードで検索して探すことができる
webサービス「弁理士ナビ」を提供しています。
　次のような条件で、貴方が必要とする弁理士を探
すことが可能です。
　弁理士に相談したいが、誰に相談したらよいか分
からないときなどに、是非ともご利用ください！

＊地域
＊専門分野、技術分野（フリーワード検索も可）
＊取扱業務
＊訴訟経験
＊研修受講歴
  （受講研修名、
   受講研修分野、
   研修未受講者）
＊中小ベンチャー/
   大学の支援実績
　他

弁理士を
お探しですか？
～「弁理士ナビ」をご活用ください～

検  索弁理士ナビ http://www.benrishi-navi.com/
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